
令和６年９月６日（金） 福島県立視覚支援学校 進路指導部 

 

コロナ禍も、自己成長をする糧として 

校長 佐藤 清悦 

 

過日、第１２回福島県特別支援学校作業技能大会が実施され、本校からもパソコンデータ入力部門（ビッグ

パレットふくしま会場）や、あん摩・鍼施術評価部門（本校会場）に出場し、学校とはまた違った緊張感を味わう

中、自己ベストを更新したり、専門家から適切なアドバイスを受けたりするなど、自分を高める絶好の機会と

なりました。チャレンジする精神や地道に努力を重ねる姿は、今後の生活にきっと生かされていくに違いあ

りません。生徒の皆さん、本当にお疲れ様でした。 

 

さて、今年度も間もなく、新規高卒者による企業選考試験（一般就労）が解禁(9/16)となります。実業系の

高等学校や一部の特別支援学校高等部では、すでにこの夏季休業中から試験日に向けた準備が進められて

います。 

 

ここで気になる情報が１つあります。厚生労働省によりますと、新規高卒者の３年以内の離職率は令和５年

で３７．０％（令和４年は３５．９％）に上るということです。つまり３人中１人、会社によっては３人中２人が３

年以内に離職しているという結果です。年次別では、１年目が１５．１％、２年目で１１．７％、３年目は１０．２％

と、高卒１年目が一番、離職率が高くなっています。この状態は、福島県でも同じように見られています。続

いて離職理由をみると、「人間関係が上手くいかなかった」、「仕事の内容や配属先が自分には合わなかっ

た」、「給料・待遇がよくなかった」が上位３項目になります。また、産業別でみますと、離職率が最も高かった

のが、「人と接する機会の多いサービス関係の仕事：６０．６％」となっており、理由として、「コミュニケーショ

ンが難しい」、「仕事がハードでキツイ」、「賃金が低く、休日が少ない」などがあげられています。 

 

このように、離職の理由には、「人間関係」や「組織・社風」といった、主に『人』が影響しているようです。ま

た実際に働いてみると、自分のイメージとまったく違っていたという、ミスマッチや悩みに対する相談体制

も整備されていないことも、早期離職に大きく関係しているようです。 

また、関連して、県内の多くの高校では、この３～４年間、ずっとコロナ禍の影響でインターンシップを行う

ことができませんでした。企業との接点が圧倒的に減り、職場見学もできないまま就職試験を迎えることや、

試験そのものも、直接の対面ではなく、オンラインによる面接が増えたことなど、会社や人に対して距離を感

じながらの入社という背景がありました。加えて、学校生活をみても、在籍した３年間すべてがマスク生活と

なり、体験的な活動や人と対話する機会が圧倒的に減った状況は、今でも記憶に新しいことです。さらに企

業側も、景気回復や雇用者確保の観点から画一的な情報のみで採用した会社も一部あったようです。 

 

一方、県内の特別支援学校はというと、コロナ禍の中ではありましたが、感染症対策を講じながらもあら

ゆる面で工夫に工夫を凝らし、日々の授業をはじめ体験的な活動や校内外での実習を可能な限り実施し、生

徒たちの主体性を育み、また、対人関係やコミュニケーション能力の育成など、生徒たちの抱える個々の課

題にも、学びを止めず、計画的に取り組んできました。 

なによりもコロナ禍(課題)ではなく、生徒を真ん中において指導支援してきたことで、生徒たちは着実に

力をつけ、自分を成長させることができました。本校でも、全く同じでたくましく学んできた経緯があります。

現在、在籍者数の少ない環境にはありますが、引き続き、地域資源を活用した体験的な活動や、多種多様な

人と関わる機会を積極的に設けながら、人とのふれあいや対話から、多くの刺激を受け、新たな興味関心や

多様な考えをもつ、深みのある学びから、自己を成長させてほしいと考えます。これまで蓄えてきた力とこ

れから身に付けるスキルを生かしながら自分に合った進路を選択し、進路実現に向かって躍進していくこと

を期待しています。 

 

1 第３２回（令和５年度）あはき国家試験結果 

 

あん摩マッサージ指圧師 はり師 きゅう師 

全体 視覚障害 全体 視覚障害 全体 視覚障害 

受験者数 １，２９６ ２７４ ４，０８４ １８９ ４，０１０ １８０ 

合格者数 １，１４８ ２０２ ２，８７７ １０８ ２，８７５ １０３ 

合格率（％） ８８．６ ７３．７ ７０．４ ５７．１ ７１．７ ５７．２ 

 

2 第３２回（令和５年度）本校卒業生の国家試験結果 

 あん摩マッサージ指圧師 はり師 きゅう師 

合格率（％） １00％（４名中４名） ６７％（３名中２名） ６７％（３名中２名） 

                ※他校と比べても、とても高い合格率になっています！  

3令和５年度卒業生の進路先について 

 科 進路先 

高 
等 
部 

普通科（３名） 
進学（専門学校）：１名 

福祉サービス事業所（B型：生活介護）：２名 

本科保健理療科（１名） 進学（本校専攻科理療科）：１名 

専攻科理療科（３名） 
就職：福祉協会職員：１名 

開業：１名 

就職準備：１名 



 

4 令和６年度 進路指導部 年間計画（概要） 
 

４月：新入生オリエンテーション 

進路保護者説明会（理療科） 

前期進路希望調査（小・中・高） 

６月：前期進路週間（中・高） 

７月：進路説明会 

進路面談  

９月：後期進路希望調査（中３、高）  

職場・施設見学（ＰＴＡ研修） 

     ハローワーク求職者登録（高３） 

  進路だより①発行 

 

 

5 進路説明会について 

７月１２日（金）に進路説明会を実施しました。講師に、「社会福祉法人陽光会 清心荘指定相談支援事業所」

相談支援専門員の木田尚文様をお迎えして、御講演いただきました。「卒業後の豊かな生活を目指すために 」

と題し、様々な福祉サービスの内容や卒業後のサービス利用に向けた手続き等について詳しく御説明をい

ただきました。 

年齢に応じたサービス利用の内容や、卒業

後の新たなライフステージへ進むための大

事な手続きについて改めて確認する貴重な

機会となりました。また、質疑応答でも気さ

くに御対応いただき、大変実りある説明会と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

6 本校noteのご紹介 

本校幼児児童生徒の活動を、本校noteで紹介しております。 

https://fukushimasb-shs.note.jp/ 

進路関係では、6月に高等部の前期進路週間を実施しました。 

進路週間中の各生徒の実習、見学、体験等の内容や気付き、得られた学

びなどについては、noteに紹介しております。 

 

 

 

 

 

今後の進路について考える上で、中・高等部の保護者の皆さまはもとより、幼小学部の保護者の皆さまも、

ぜひご覧ください。 

 

 

7 進路コーナーの紹介 

 北校舎１階、児童生徒用昇降口から一番近い相談室に、

進路指導部のコーナーがあります。廊下にも、学校案内や

就労に関するパンフレットなど、進路に関する資料を置い

ております。本校に足を運んだ際など、ぜひご覧くださ

い。 

 福祉等のサービスについては、基本的には、お住まいの

自治体（市町村）にお問い合わせください。相談したい内

容をお話しいただくと、適切な相談窓口を紹介してもらえ

ます。 

 また、進路に関わることで御質問等お持ちの場合には、

進路指導副主事 高等部 熊谷が窓口となっております。 

お気軽にお声かけください。 

 

 

１１月：後期進路週間（中・高） 

国家試験保護者説明会（理療科） 

２月： 移行支援会議（高３） 

     あはき国家試験（理療科） 

進路だより②発行 

３月：あはき免許申請業務（理療科） 

通年：進路関係機関訪問 

進路開拓 

卒業生アフターケア 

特別実習（必要に応じて） 

https://fukushimasb-shs.note.jp/

